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ま
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セ
ッ
ト
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ッ
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ボ
ッ
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Ｓ
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機
器
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接
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※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
い
る
場
合
、す
べ
て
の
地
域
で「
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
」が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

（
注
） 

・「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」対
応
の
テ
レ
ビ
に
は
、次
の
よ
う
な
マ
ー
ク

が
付
い
て
い
ま
す
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・「
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
」ま
た
は『
セ

ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
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Ｓ
Ｔ
Ｂ
）』を
接

続
し
て「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」を
見

る
場
合
、お
使
い
の
テ
レ
ビ
の
種
類
に

よ
っ
て
画
質
が
異
な
り
ま
す
。デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
で
あ
れ
ば
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
高

画
質
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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　ついに念願かなっ
て新潟県に帰って来
ました。実は佐渡も初
めてではないんです。
5年前にAFSという国
際交流プログラムで１
年間ホームステイをし
ながら新潟高校に滞
在していました。和太
鼓も好きですから、その年のアースセレブレーションも見に来ました。
帰国後も新潟での滞在体験が忘れられず、また友達もたくさんい
るので、いつかゼッタイ戻って来ようと、ずっと心に温めていました。
JETプログラムは以前から知っていましたので、カルフォニア大学
卒業と同時にこのプログラムに申し込みました。面接では、すかさ
ず「新潟お願いします！」と答えたんです。そして、思いもしなかった
佐渡での生活、思いっきりエンジョイしていますよ。それに佐渡島は
手ごろな大きさです。どこへ行っても顔見知りの人に会えるじゃな
いですか。皆さんとても親切にしてくれるし、本当に楽しい毎日です。
ここでは見るところもたくさんあるし、祭りやイベントもひっきりなしで
退屈することがありません。日本に戻って来られたこと、本当にうれ
しく思っています。 
 
 
　日本は初めてですが、本国カナダでは日系人の友人がいます。
また川端康成の「雪国」など日本の小説（英語版）を読んでいたの
で多少の知識はありました。また、歴史学専攻だったせいもあり、日
本文化については、日ごろから魅力を感じていました。それで、日本
の社会、日本語について知識を深めようと決心し、JETプログラム
に応募しました。でも、初めて佐渡に足を踏み入れたときは不安い
っぱいでした。歴史上の流人の島は、ガイドブックによると日本文化
の宝の島、古き良き日本の残る風光明媚な場所であると紹介され

ています。数少ない日本人の友人も、佐渡はよく知らないと言って
いましたし、そんな場所での生活っていったいどんな暮らしになる
んだろうって思っていました。そして今３か月が過ぎ、自分がラッキー
な場所にいることに気が付いています。佐渡は、歴史的な背景が
深く浸透しているだけでなく、日本古来の社会習慣が今でも根強く
残っていると感じます。共同体的な考え方や自分のことより他人の
心配をする利他的な発想、そして勤勉に働く姿というものが佐渡
の人々の暮らしを築いているように見えます。私も、こういった価値
観を大切に持ち続けたいと思っています。今少しずつ佐渡から見
る日本とは何なのか、わかり始めてきたような気がしています。 
 
 
　日本についていろいろと調べていたとき、佐渡の力強い和太鼓
グループときれいな海岸風景に目を引かれました。アメリカでも日本
の小説を読んでいたので、そこから日本の良さが伝わってきました。
でも、それは現実離れした空想ではないか・・・と心配もしていまし
たが、実際に佐渡で暮らしてみると本当に期待以上ですね。日本
海に沈む真っ赤な夕日が見られるのも、ちょっとぜいたくな気分です。
毎日が異文化の発見、そして無限の将来がある生徒の皆さんと交
流ができるのは、本当に意義のあることです。英語は、世界の人と
のつながりを密接にするために大切な手段です。生徒の皆さんに
は将来、自信を持って英語で異文化を体験する力をつけて、いつ
か日本の良さを世界に広めて欲しいなって願っています。ここでの
生活は、へとへとになるまで楽しんでいますよ。先日の相川祭りで
みこしを担いだときは、まさにそんな感じでした。祭りの終わりが近
づくころ、神社までの最後の道のり、後ろを振り向くと町の皆さんが
長い列になって、後ろから付いて来るんですね。皆さんの持ってい
る笹竹にろうそく明かりの提灯、きれいなんです。そしたら、肩のみ
こしが少し軽くなったっけな。 

※紙面の都合上、英文は省略させていただきました。英文での記事を希望
の方は、広報広聴係までお問い合わせください。 

ＡＬＴの皆さんで制作しているHP（SADO ISLAND JAPAN）のアドレスです。 
http://www.sadoislandjapan.com/ 是非、訪問して見てください。 
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